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1. この資料の目的
● PandA のテスト・クイズツールを用いてオンラインテストを実施する方法を解説します．
● テスト・クイズツールで利用できる主な出題形式を例示しながら解説します．

● テストの作成から実施，採点までの操作を概観します．



2. 主な問題種別式と編集方法
オンラインテストで用いる主な問題形式について，概要，例題，例題の編集，出題，採点のポイン

トを述べます．ここではテスト問題として要求される必要最小限のものに限って説明しています．

オンラインテストでは即時に採点し，回答者にフィードバックすることもメリットの一つですが，ここ

ではフィードバックについては触れていません．具体的なテストの作成については「3. テストの作
成から実施、採点までの操作」をご参照ください．

2.1 複数選択 (Multiple Choice)

複数選択の作り方の
デモンストレーション動画

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=680

概要

● 標準の日本語訳が「複数選択」となっていますが，「多肢選択」と訳すほうが自然でしょう

．

● 選択肢のなかから問題に適合する項目を選択する方法で，オンラインテストで最もよく用

いられる出題形式です．

● 自動採点可能です．

例題

例題の編集

赤枠の部分が入力などを必要とする箇所です．

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=680




出題・採点のポイント

● 正答の選択肢を作成することは容易ですが，それ以外の選択肢を作成することは意外に

手間がかかります．

● 選択肢をシャッフルして出題するオプション「回答をランダム化」を選ばない場合は正答

の場所が偏らないように注意しなければなりません．

● 複数選択の問題を多く出題する場合は，問い方（例えば正しいものを選べ，誤っているも

のを選べ）などを統一しなければ回答者にとって分かりにくいテストになります．とりわけ，

選択肢を複数選べる場合には回答者が問題文に注意する必要性が高くなります．

● 「正しいもの」という表現では，出題事項を細かく知っている回答者は「厳密に正しいか」と

いう考えから却って迷う場合もあります．「最も適切なもの」など聞き方を工夫することで

出題の意図を伝えやすくなる場合もあります．



2.2 整合問題 (Matching)

整合問題の作り方の
デモンストレーション動画

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=870

概要

● 一群の問と回答の対応を答える出題形式です．

● PandA では選択肢は自動でシャッフルされて表示されます．
● 配点に組み合わせの正答率をかける形で採点されます．

例題1
説明文に適合する語を選択肢から選ぶ問題です．

例題 1 の編集
入力済みの事項の一覧と，新規に追加する項目という形をとっています．

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=870




例題2
図を用いて図中に示された場所に入る語を選択肢から選ぶ問題です．

例題 2 の編集
問題文を「リッチテキストエディタ」モードにして図を張り付けています．図は Word で作成したも
のを PNG 形式で保存して貼り付けています．



出題・採点のポイント

● 多肢選択に比べれば出題の手間は少なくなります．

● 選択肢はシャッフルしたうえで A, B, C, ...と自動採番されます．この番号に依存する問題
を作らないようにします．

● 選択肢を示しているため，「穴埋め」問題に比べ、回答は容易ですが，自動採点がしやす

くなります．



2.3 数値回答 (Numeric Response)

数値回答の作り方の
デモンストレーション動画

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=1295

概要

● 数値での回答を求める出題形式です．

● 出題は数値を含む文中で数値を {} で囲う形で行います．

例題

例題の編集

問題文は以下のように表記しています．赤丸でマークした部分は {} で囲った正答です．

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=1295


出題・採点のポイント

● 有効数字の桁数などを指示する必要があります．

● 指数表現については，学生がコンピュータで次のような指数表現を利用したことがあるか

事前の確認が必要です．

3.0×108 → 3.0E8



2.4 穴埋め (Fill in the Blank)

穴埋めの作り方の
デモンストレーション動画

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=1370

概要

● 空欄を埋める語を回答する出題形式です．

● 配点に正答率を掛ける形で採点されます．

● 問題文の穴を開ける箇所を {} で囲う形式で出題します．

例題

例題の編集

問題文の箇所のみ表示しています．赤線のマーカーをした箇所が {} で示した正答です．

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=1370


出題・採点のポイント

● 表記揺らぎは予め想定して複数の正答を用意するか，手動採点で補います．表記揺らぎ

の可能性がある場合には不正解は手動で確認する必要があるでしょう．

● 文中で穴を開けた語を後で参照したいことがありますが，同じ語として穴を開けることが

できません．上記の例では表現を工夫して穴を開けた語を参照時に使わないようにして

います．



2.5 正誤 (True False)

正誤の作り方の
デモンストレーション動画

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=1515

概要

● 記述の正誤を問う出題形式です．

例題

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=1515


例題の編集

出題・採点のポイント

● 問題として扱われる出題単位が細かいので，「パート」で一群の問題をまとめることなどを

考えます．



2.6 短答また小論文(Short Answer/Essay)

短答または小論文の作り方の
デモンストレーション動画

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=1795

概要

記述式の回答を求める形式です．手動で採点しなければなりません．

例題

例題の編集

問題文部分のみ表示します．

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=1795


出題・採点のポイント

● 回答者に Web で長い文章の入力をさせる場合は、誤操作などで失われるリスクが高く
なります．別途，エディタなどで文章を編集させて，コピー・ペーストしてもらうなどの対応

を予め指示すると良いでしょう．

● 段落の扱いや改行なども予め指示しておくことが望まれます．



3. テストの作成から実施、採点までの操作

3.1 テスト画面の構成と操作
テスト・クイズで最初に入る「テスト」画面には，これまでに作成したテストと公開（実施）したテスト

の一覧が表示されます．



3.2 テストの作成
「Add」タブをクリックして，「テストタイトル」に新規テストのタイトルを入力し「作成」ボタンを押しま
す．



PandA からエクスポートされた標準形式（IMS QTI）ファイルを使って作成する場合は，「イン
ポート」を選びます．

最初から作成する場合，まず，新規テストの画面が表示されます．「パート」の「問題を挿入」から

問題種別を選択し，問題を追加することでテストを作成します．



3.3 問題のプレビューと表示方法の調整

プレビューで確認する方法の
デモンストレーション動画

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=1945

問題を3問，追加した状態が下図です．このテストのプレビューを行うためにメニューからプレ
ビューを選びます．

https://youtu.be/JSSFsK7BS1s?t=1945


テスト開始時には以下が表示されます ．



初期状態では問題は１問ずつ画面に表示されます．

問題のレイアウトは「設定」画面の「レイアウトおよび外観」で調整します．



パート内の問題を一括表示した設定を行い，再度プレビューすると画面は以下のようになります

．





3.4 締め切りなどテストの運用方法の設定
以下の事項を「設定」画面の「利用可否および提出」で設定します．

● テストの公開日時・締切日時

● 提出の回数制限

3.5 採点結果の回答者への開示設定
採点応報や採点結果の回答者への開示は「設定」画面，「採点およびフィードバック」メニューで

設定します．デフォルトでは採点結果は何も戻しません．



3.6 匿名採点
採点及びフィードバックから、採点時に受講者の情報を非表示にできます。また意図せず匿名採

点になってしまった場合もこちらで解除できます。

「設定」画面の「採点およびフィードバック」メニューで「受講者識別情報を採点者から非表示とす

る」にチェックを入れ、設定を保存します。
※オプションが表示されない場合は情報環境機構までご相談ください。
問い合わせフォーム：https://www.iimc.kyoto-u.ac.jp/ja/inquiry/

https://www.iimc.kyoto-u.ac.jp/ja/inquiry/


得点表示画面で受講者の情報が匿名化されていることが確認できます。





4. テストの実施
テストを実施するには，テストを選んで「公開」メニューを選択します．

表示される確認画面を確認して「公開」を選びます．

「テスト」画面で状態が「公開済み」になっていることを確認します．





5. 学生からの見え方（学生のアカウントでログインしないと見えませ
ん）

5.1 試験開始前
「デモテスト2」はまだ表示されていません．

5.2 試験開始後
「デモテスト2」が表示されます．開始前からこのページを開いている場合は再読み込みが必要に
なります．

5.3 回答から提出まで
テストのリンクを選んで回答を開始します．



回答が終了したら提出の確認画面が出ます．

提出が完了すると確認番号が発行されます．

テスト画面でもテスト済みになっています．





6. 採点

6.1 採点を行う際の注意事項
テスト・クイズツールでは複数選択などの出題は自動採点されますが，以下の事項については注

意が必要です．

● 「短答また小論文」など手動採点が必要なものがあります．

● 「穴埋め」では自動採点されますが表記揺らぎへの対応なども求められます．

● 複数回受験可能の場合，最高点を記録するのか，最後の得点を記録するのかを選択す

る必要があります．デフォルトは最高点が記録されます．

● フィードバックを行う場合，どの時点で何をフィードバックするのかを選択する必要があり

ます．

採点に関する設定は，テストの公開後でも変更可能です．テストの設定画面から「採点および

フィードバック」ペインを選択すると，「複数回提出が可能な場合に記録される得点」や「フィード

バックのの詳細オプション」等，細かい設定が可能です．



6.2 手動採点
採点結果の確認，手動採点するには公開済みテストについてメニューから「得点」を選びます．



最初は「合計得点」画面が現れます．「問題」ボタンを押せば問題ごとに確認，採点ができます．



ユーザ一覧から回答者を選ぶと回答者ごとの得点の確認と採点が可能です．以下の例では，短

文回答について採点しています．





7. 示した例題全体の印刷例
テスト・クイズの印刷メニューで出力すると，ペーパー試験の問題として利用することができます．


